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２０２５年度（令和７年度）学校評価自己評価表  
 

 

Ⅰ 福山市 
 

 

 Ⅱ 中学校区 
 

 

 

 

 

 

 

 
 
 Ⅲ 自 校 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

城南中学校区 校番 ３ 福山市立南小学校 
   

 最終更新日 2026年（令和８年）２月６日 

 ミッション  福山に愛着と誇りを持ち、変化の激しい社会をたくましく生きる子どもを育てる。 

ビ ジ ョ ン  各中学校区・学校が、資質・能力の育成に向けた特色ある教育課程を編成し、日々の授業を中心として評価・改善を進めながら、子どもたちの確かな 

学びを実現している。 

児童生徒の現状 

・友達と話し合ったり学び合ったりする

ことに楽しさを感じている。 

・縦割り班活動や委員会活動では、児童

生徒の企画立案により異学年交流をす

ることで、自己肯定感が高まっている。 

・知識や技能の習得が十分ではなく、特

に言葉や数の理解と表現することに課

題がある。 

 

育成する力 

資質・能力 

課題発見する力（課題を見つける） 対話する力（コミュニケーション） 

認める態度（人としての思いやり） 

めざす子ども像 

(義務教育修了時の姿) 

・ 自己を認識し、自分の人生を選択し、表現することができる児童生徒 

・ 様々な課題を自ら求め、お互いの意見を尊重しながら対話による課題解決を図 

る主体性を持つ児童生徒 

中学校区として 
統一した取組等 

〇 学習指導要領に立ち返り、知識技能の定着にこだわった授業づくりを各学校で実

践し、協議を継続する。 

〇 各校での研修にお互い参加し合い、事後協議等において共通課題に対する各校の

取組や状況を交流する。 

 

現 状 

＜児童生徒＞ 

・日々の授業をはじめ、運動会や音楽発表会、児童会行事などにおいて、児童

がアイディアを出したり判断・決定したりする場を大切にすることで、「授業

で、新しいことを知ったり問題を考えたりすることが楽しい」「自分の役割を

意識して活動している」という意識が高まっている。 

・音楽発表会での歌声や校歌の合唱、得意な運動の発表など、表現活動を楽し

もうとする意欲が高まっている。一方で、自分の考えを積極的に伝えたり、友

達の話を最後まで聴き受容しながら話し合ったりすることができにくい。 

・学年が上がるにつれて、お金の使い方やテレビゲーム・スマホ等の使い方な

どに課題が見られている。 

＜授業＞ 

・教職員は、こどもたちの声や考えを活かして学習を深めようとしたり一人一

人に寄り添って学力の定着を図ったりしている。児童も教職員も「何ができる

ようになったか」という視点で授業を振り返り、確実に学力を付けていくこと

を目指している。 

 

育成する力 

資質・能力 

「課題を見つける力」【自己決定】 

「対話をする力」【コミュニケーション】 

「認め合う態度」【思いやり】 

めざす 

子ども像 

〈課〉 

 
 

〈コ〉 

 
 

〈思〉 

身の回りの様々な出来事を自分のこととしてとらえ、自分の課題を見つけ、解決に

向けて粘り強く取り組むことができる。 
 

自分の考えを表現し、相手の考えを詳しく聴き交流し合う中で、互いの思考をつな

げて深め、よりよい解を創り出すことができる。 
 

 自他の良さを認め合い、協力したり支え合ったりしながら活動できる。 

   

研究 

教科等 国語・算数・理科 

主題・ 

内容等 

「主体的・対話的で深い学び」の授業の創造 

～探究的な学習のプロセスと学習のゴールを共有する授業づくりを通して～ 

めざす授業の姿 

①「主体的な学び」の実現 

・単元や授業の導入において、児童の「なぜ」「どうして」から生まれる課題が設定さ

れ、学習の振り返りが次の学習に活かされる授業。 

➁「対話的な学び」の実現 

・学習したことを使った考えの説明の場や、互いの考えを最後まで聴いて話し合う場

が大切にされている授業。 

③「深い学び」の実現 

・教材研究を通してねらいを明らかにし、児童自身が目標にできる授業。 

 

前年度学校関係者評価の主な内容 
・ 児童生徒が授業や特別活動の各場面で自分

の考えていることや自分の頑張っているこ

とを表現する場があり、一人一人が認められ

ている。 

・ 児童生徒が主体的に学びに向かうように教

師が熱心にサポートしている。 

・ 具体的な評価指標を検討し、家庭や地域と

連携を図りながら効果的に取り組んでいく

とよい。 

 

ミッション 

自ら学び考動するこどもを育てる。 

～ 自己調整力・自己指導力の育成 ～ 

 
学校教育目標 

自ら学ぶ子 

「よく考える子・思いやりのある子・たくましい子」 
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Ⅳ 目標・取組及び評価指標等の設定と評価                                                

年 
目 

中期経営目標 
重 
点 

分 
類 

短期経営目標 
目標達成に 
向けた取組 

評価指標 

中間評価(10 月１日) 最終評価(２月末) 

□指標に係る 
取組状況 

プロセス 
評価 

達成 
評価 

改善方策 

□指標に係る 
取組状況 

◎短期(中期)経営 
目標の達成状況 

プロセス 
評価 

達成 
評価 

総合 
評価 

改善方策 

２ 

主体的・対話

的に学ぶ力を

高める。 

◎ 

見

直

し 

一人一人の考え

の意味や価値を

捉え、活かす授業

を創り、学力の定

着を図る。 

① 

学習指導要領に立

ち返りながら、児童

が主体的に学習に

臨めるような教材

研究を行う。 

 
 

② 

核となる問いを明

らかにするととも

に、児童に具体的な

めざす姿を示し、指

導と評価の一体化

を図る。 

① 

研究部からの児童ア

ンケートにおいて、肯

定的な回答の児童

75％以上 

   

 

② 

学力テスト（4～6年）

においての、正答率

40%未満、重点単元

のテスト（１～３年）

においての正答率

60%未満の児童を各

15%未満 

 

① 

児童アンケート「授

業では『なぜ？』『ど

うして？』と考えた

り、自分なりの問い

をもったりすること

ができていますか。」

他 2 項目について、

肯定的な回答 

→80.9％ 

 

② 

〈重点単元テスト〉 

1 年：算 ６% 

2 年：算 ８% 

3 年：国 17% 

〈学力テスト〉 

4 年：国 17% 

    算 ８% 

５年：国 ２％ 

    算 ６％ 

6 年：国 15％ 

    算 21% 

４ ４ 

① 

学習指導要領に立

ち返りながら、児

童が主体的に学習

に臨めるような授

業づくりに向け

て、素材研究・教

材研究を行う。 

 

② 

教員一人一人が授

業づくりポートフ

ォリオを十分に活

用し、児童の学力

の定着を図る。 
 

① 

児童アンケート「授業

では『なぜ？』『どうし

て？』と考えたり、自

分なりの問いをもった

りすることができてい

ますか。」他 2 項目 

      → 77.7％ 
 

 

 

 

② 

〈重点単元テスト〉 

１年：算  6％ → 2.9% 

２年：算  8％ → 1.4% 

３年：国  17％ → 3.1% 

４年：国 17％ → 0％ 

   算  8％ →  0％ 

５年：国   2％ →  ０％ 

   算   ６％ →  2％ 

６年：国  15％ →  4％ 

   算  21％ → 4％ 

 

 

 

 

 

４ 

 

 

 

 

 

 

４ 

 

 

 

 

４ 

①  

より多くの児童が主

体的に学習に臨める

よう、引き続き素材研

究・教材研究を行う。

素材研究・教材研究に

当たっては、それぞれ

の教員の思いや工夫

を大切に、教員自身が

楽しんで教材につい

て考えることができ

る機会を確保する。 

 

②  

学力分析のための研

修を職員全体で行

い、学校全体の課題

を把握する。引き続

きポートフォリオを

十分に活用し、児童

の学力の定着・向上

を図る。 

１ 

思いやりの心

をもち、楽し

いと思える学

校を創る。 

 
新

規 

主体的・対話的に

考動することで、

児童の自己効力

感を育成する。 

① 

学級活動、縦割り班

活動、学校行事、児

童会活動等を通し

て、自分自身の活動

についてふり返り

シートを作成し、自

己の成長をポート

フォリオにする。 

 

 

② 

児童の振り返りを

元に、教職員が、児

童の行動に対する

評価をしたり一緒

に改善策を考えた

りする。 

① 

児童アンケート「学校

での活動を通して、成

長している所がある」

を85％以上 

 

 

 

 

 
 

② 

教職員アンケート「学

校での様々な活動の

中で児童と共にふり

返りを行ったり、行

動に対する評価を

したりしている」を

90％以上 

 

① 

児童アンケート「学

校での活動を通し

て、成長している所

がある」→91.3％ 

 

 

 

 

 

② 

教職員アンケート

「学校での様々な活

動の中で児童と共

にふり返りを行っ

たり、行動に対す

る評価をしたりし

ている」→100％ 

 

 

 

 

 

 

 

４ 

 

 

 

 

 

４ 

①  

児童がふり返りシー

トを記入すること

で、自分の成長を視

覚化することができ

ている。継続してポ

ートフォリオを作成

し、児童の自己効力

感を育成する。 

 

 

②  

学年ごとにふり返り

シートの形式を変え

ながら取り組んでい

る。今後は、実践事

例を交流しながらさ

らに指導内容を深め

る。 

 

◎① 

児童アンケート 

「学校での活動を通

して、成長している所

がある」→ 86.1％ 

 

 

 

 

 

 

 

◎② 

教職員アンケート 

「学校の様々な活動

の中で児童と共にふ

り返りを行ったり、行

動に対する評価をし

たりしている」 

    → 100％ 

 

 

 

 

４ 

 

 

 

 

 

 

３ 

 

 

 

 

４ 

①  

学校全体で行事を

中心とした自己の

ふり返りを行うこ

とで、自身の成長

を認識しやすくな

っている。来年度

も継続して活動を

続けていくこと

で、自己効力感を

高めさせる。 

 

② 

教職員が意識して

取組を進めること

ができた。今後は、

児童のふり返りシ

ートの内容を交流

する機会を設け、

児童の成長をより

見取れるようにし

ていく。 

福山市立南小学校 
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２ 

基本的生活習

慣を身に付

け、体力つく

りに励む。 

 

見

直

し 

主体的に健康な

体つくりに取り

組むことができ

る。 

① 

体力の向上及びこども

主体の授業づくりのた

めの研修を学期に1回

以上行う。 

 

② 

児童が運動に興味・関

心をもてる体育活動

（体育リサイタル・長

縄大会）を学期に１回

以上実施する。 

 

③ 

健康教育（生活習慣・

学校保健・学校安全・

食育）を充実させるた

めの研修を学期に１回

以上行う。 

①・② 

児童アンケート 

「体育が楽しい」(こど

も主体の授業づく

り・体育活動)を 85%

以上 

 

 

③ 

・児童アンケ―ト 

「規則正しい生活を

送っている」 

「健康で安全な学校

生活を送っている」を

80%以上 

③ 

保護者アンケート 

「我が子は規則正し

い生活を送っている」

を 80%以上 

①・② 

児童アンケート 

「体育が楽しい」(こ

ども主体の授業づく

り・体育活動) 

→87.3% 

 

 

③ 

・児童アンケ―ト 

「規則正しい生活を

送っている」87.3% 

「健康で安全な学校

生活を送っている」 

→89.5％ 

③ 

保護者アンケート 

「我が子は規則正し

い生活を送ってい

る」   →79.3％ 

 

 

 

 

３ 

 

 

 

 

３ 

①・② 

外部講師による教職

員研修を行い、専門

性を高める授業づく

り及び授業実践を行

う。 
 

② 

体育科で身に付けた

力をアウトプットす

る場とし、体育科の

学習と体育活動を関

連付ける。 
 

③ 

保護者が我が子につ

いて課題と感じてい

る項目に関した内容

の研修を行う。その

項目を児童に開示

し、児童と共に課題

解決に向かう。 

◎①・② 

児童アンケート 

「体育が楽しい」(こ

ども主体の授業づく

り・体育活動) 

     → 91.9% 

 

□①・② 

保健主事による体育科授

業研究の実施 

 

◎③ 

児童アンケート 

「規則正しい生活を送っ

ている」 → 82.5％ 

◎③ 

保護者アンケート 

「我が子は規則正しい生

活を送っている」 

     → 71.9％ 

 

 

 

 

４ 

 

 

 

 

 

 

３ 

 

 

 

 

３ 

① 

児童アンケートの質

問内容を変え、体育

科の授業改善やその

改善が反映される内

容にする。 

② 

カリキュラム・マッ

プと関連させ、体育

科の資質能力が発揮

される体育活動へと

授業改善を図る。 

③ 

「規則正しい」につ

いての具体化を図

り、保健部で設定し

た明確な数値目標の

達成に向けて取り組

を進めていく。 

４ 

教育公務員と

しての自覚を

持ち、笑顔と

元気でこども

達と向き合え

る教職員にな

る。 

 

見

直

し 

○地域、保護者が
「安心できる」と
言える学校を創
る。 

① 

児童の学びの足跡を

保護者に見てもらっ

たり、児童の学びの姿

を様々な形で発信し

たりする。 

 

 

 

 

 

② 

勤務時間内に教職員

が授業づくりにあて

ることができる時間

の確保を図る。 

① 

保護者アンケート 

「学校に安心して児

童を通わすことがで

きる」を 85％以上 

① 

保護者アンケート 

「様々な場面を通し

て、こども達の学びの

姿が伝わってくる」を

80％以上 

② 

月２回以上の教材研

究や授業観察・実践交

流にあてる時間の設

定 

② 

教職員アンケート 

「授業づくりを行う

時間が確保されてい

る」を 80%以上 

① 

保護者アンケート 

「学校に安心して児童

を通わすことができる」       

→88.8％ 

① 

保護者アンケート 

「様々な場面を通して、

こども達の学びの姿が

伝わってくる」→75.0％ 

① 

保護者アンケートへの

回答率   →75.1％ 

（前年度→54.9％） 

② 

教材研究や授業研修だ

けでなく、素材研究の視

点も加えて交流を行っ

た。 

② 

教職員アンケート 

「授業づくりを行う時

間が確保されている」   

→66.6％ 

 

 

 

 

３ 

 

 

 

 

３ 

① 

今後も、保護者アンケー

トの回答率を高めるため

に、メール配信・HP・学

校だより・学年通信等を

活用して保護者への周知

を徹底する。 

 

 

 

 

 

② 

毎週木曜日を時程変

更日に設定し、放課後

の時間を確保する。 

② 

業務改善に関わるア

イデア例を定期的に

配布し、業務の効率化

を図る。 

◎① 

保護者アンケート 

「学校に安心して児童を通わ

すことができる」 

        → 87.8％ 

◎① 

保護者アンケート 

「様々な場面を通して、こども

達の学びの様子が伝わってく

る」      → 76.5％ 

◎① 

保護者アンケートへの回答率 

        → 90％ 

◎② 

教職員アンケート 

「授業づくりを行う時間が確

保されている」 

        → 77％ 

□② 

・教材研究・素材研究にあてる

時間の確保 

・毎週木曜日の時程変更 

・業務改善に関わる資料の定 

期的な配付 

 

 

 

 

４ 

 

 

 

 

 

 

３ 

 

 

 

 

３ 

① 

継続して、メール配

信・HP・学校だよ

り・学年通信・クラ

スルームを活用し

て、児童の学びの姿

等を発信していく。 

 

② 

毎週木曜日の時程変

更で、放課後や研修

の時間を継続して確

保していく。 

② 

業務改善に関わる資

料を定期的に配付し

たり、統合型校務支

援システムでの操作

等についての周知を

徹底したりしてい

く。 

[プロセス評価の評価基準] 

評点 評価基準 

５ 
取組の目的に対する共通理解が顕著に認められ、状況の変化、
問題が生じた際は、協同的な課題解決が十分に図られた。 

４ 
取組の目的に対する共通理解が認められ、状況の変化、問題が
生じた際は、協同的な課題解決が概ね図られた。 

３ 
取組の目的に対する共通理解が一定程度認められ、状況の変
化、問題が生じた際は、協同的な課題解決がある程度図られた。 

２ 
取組の目的に対する共通理解が認められ難く、状況の変化、問
題が生じた際の協同的な課題解決があまり図られなかった。 

１ 
取組の目的に対する共通理解が認められず、状況の変化、問題
が生じた際の協同的な課題解決が図られなかった。 

 

[達成評価の評価基準] 

評点 評価基準 

５ 
目標を大幅に達成し、十分な成果をあ
げた。 

４ 
目標を概ね達成し、望ましい成果をあ
げた。 

３ 
目標をある程度達成し、一定の成果をあげ
た。 

２ 
目標を下回り、成果よりも課題が多か
った。 

１ 
目標を大きく下回り、成果が認められ
なかった。 

 

[総合評価の評価基準] 

評点 評価基準 

５ １００％以上の達成度 
十分に目標を達成でき
た。 

４ 
８０％以上１００％未満
の達成度 

概ね目標を達成できた。 

３ 
６０％以上８０％未満の
達成度 

ある程度目標を達成でき
た。 

２ 
４０％以上６０％未満の
達成度 

あまり目標を達成できな
かった。 

１ ４０％未満の達成度 
目標を達成できなかっ
た。 

 


